	３編１
	地域社会の自立と政府


　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　
■都市と地方の現状と課題を振り返って整理してみよう
●都道府県別の高齢化率・2050年の都道府県別の将来推計人口
　地図を見てどのような特徴があるか考えてみよう
　　・高齢化は（　都市部　　／　　地方　　）で進展しており，中でも（　東北地方　　／
　　　近畿地方　　）はほとんどの県で32%を超えている
　　・ほとんどの県で人口減少が進んでいるが，（　　　　　）地方や，（　　　　）地方では特に減少率が高い
　　・2050年において，人口減少が進まない都道府県は（　　　　　　）のみである。
●三大都市圏および地方圏における人口移動の推移
　①2010年以降は，都市圏から地方への移動が進んでいる。
　②バブル期の一時期を除き，地方圏から都市圏（特に東京圏）への移動が続いている。
　③大阪圏は一貫して転入超過状態にある。
　④1955年から現在まで，人口均衡期のほうが長く続いている。　　　　　　　　　　【　　】
●各都道府県の財源構成
　＊グラフからどのようなことがわかるだろうか，ｐ.71の地図などと比較して考えてみよう。
	　



！論点の整理・考察
①地域社会を活性化するために必要な政策とはどのようなものだろうか。P.166-167のCASE1とCASE2に共通する点を挙あげてみよう。
	　


②あなたの住む市区町村では，地域活性化のためにどのような取り組みがなされているだろうか。現状を調べ，地域課題を解決するプランを構想しよう。
※探究に向けた観点を確認しよう
(例)・自分の住んでいる地域の人口動態はどうだろうか
・自分の住んでいる地域の財政状況はどうだろうか
・自分の地域の課題に対して，NPOや企業と連携できることはあるだろうか





①探究テーマと解決するべき課題を設定しよう
	


②設定した課題について，具体的な解決策を提案しよう
	




③解決策について意見や指摘をもらい，さらに検討を深めよう
	もらった意見や指摘
	自説を改善するための方策
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